
授業計画

第1回：環境アセスメントとは
第2回：環境アセスメントの報告書その1
第3回：環境アセスメントの報告書その2
第4回：環境アセスメントの報告書その３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第5回：環境アセスメントへのアプローチ（行政レベル）
第6回：環境アセスメントへのアプローチ（学者・審査員レベル）
第7回：環境アセスメントへのアプローチ（コンサルタントレベル）
第8回：環境アセスメントへのアプローチ（市民レベル）
第9回：目指すべき環境アセスメントその１
第10回：目指すべき環境アセスメントその2
第11回：わが国のアセス法その１
第12回：わが国のアセス法その2
第13回：環境アセスメント　システムの現状と問題点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第14回：アメリカの環境アセスメント
第15回：諸外国・国際機関における環境アセスメント

定期試験と出席状況により総合的に判断する評価方法

環境アセスメント読本　（ぎょうせい）テキスト

授業の到達目標
自然との共生を前提に作られた構造物や環境空間が適切に機能しているかを検証する技術的側面からの評価
方法を理解し，既存手法の修正について理解を深める。また，環境アセスメントの意義について，様々な事例を
もとに検討する能力を醸成する。

授業概要

　真の「自然との共生」を目指すためには，生き物の生息環境の保全や生活史の補償など生態学的な要請を
社会システムに適切に反映しうる法的整備が不可欠である。その基礎段階として，本論では地域開発行為を行
なう際にその行為が地域環境に及ぼす影響を事前に予測するために必要な環境影響評価（環境アセスメント）
の概要を説明する。
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